
分科会の記録 第２分科会 子供の発達に関する課題 

【提言２ 研究主題】 

 自発的・主体的に学校生活を送ることができる児童生徒の育成 

－支援体制を充実するための副校長・教頭の役割－ 

【提言者】武雄市教頭会  武雄市立武雄中学校  高取 照秋 

【協議の柱】 
・「自発的・自主的に学校生活を送ることができる児童生徒の育成」に向けた武雄市の取組は有効で

あったか。また、どのような課題があるか。 

・他市町では、支援体制を充実するための副校長・教頭の役割として、どのような実践を行ってい

るか。 

【協議内容】 
 

・武雄市の笑顔コーディネーターとスクールソーシャルワーカーの違いはどういうところがあるの

か。笑顔コーディネーターは武雄市在住の者が中心。スクールソーシャルワーカーは常時在中では

ない。笑顔コーディネーターのよさは、民生委員と連携ができるということ。 

・教育 DX 推進に向けてどのような苦労があったか。人によって温度差があるということ。 

・武雄市の取組は有効。「市の取組」として強い。他市町はまだ「使わせている」という段階であ

る。 

・武雄市の取組を参考に、教頭のかかわりという点を真似たい。 

・低学年に持ち帰りをさせる際のセキュリティー対策を知りたい。家庭でWi-Fiにつなぐことができ

るようにしている。保護袋の使用や市より借用しているという意識の啓発を行っている。 

・ICT 推進員が各学校に 1 人配置されていることで、休み時間等、児童生徒が分からないことを聞き

に行きやすい。また、教師も教材作り等の相談ができ、気持ち的にも安心である。今後教育 DX を推

進していくならば、他市町も参考にできるのではないか。 

・環境を整備する際には、経済的支援が必要な家庭もある。その点に関して学校側から伝達するこ

とは難しい。市のバックアップがあってこその取組だと考える。 

・支援体制について、他市町には、特別支援学級の支援をしていただける地域サポーターを配置し

ているところもある。特別支援学級や不登校傾向、配慮を要する児童生徒が増加している現在、サ

ポート体制の構築は、どの市町においても重要課題である。 

 

【指導助言】吉野ケ里町立三田川小学校 校長 槙 俊二 氏 
 

・ （共通）主体性に焦点を当てている。未来のことはいつの時代も分からない。そう考えると、自分

から考えて動く児童生徒を育てるためには、様々な経験をさせることが大事。 

・各学校にアンケートをとり、課題設定をしているところが素晴らしい。 

・学習支援、教育相談体制を構築していくことは、自発的な児童生徒を育てる根幹である。 

・共通の取組を、自分の学校でどうするか検討するという点も素晴らしい。 

・ケース会議も、教員が設定するという点がよい。やりたい時にやるという姿勢が見習える。 

・教頭が、教職員が何でも話せる存在ということ。この心がけが大事である。 

・外部機関とのつながりについては、窓口は管理職であっても、教員と外部機関をつなぐというこ

とも管理職の仕事である。 

・教職員に当事者意識をもたせることが重要。取組におけるゴール(具体的な児童生徒の姿)を、

様々な世代の教員が共有することが大事。その際、承認して任せながらも、意志決定させることが

ポイントである。 

 

 
 


